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詳細はホームページでもご覧いただけます。
https://www.city.goshogawara.lg.jp/jouhou/other/koho-koukoku.html

申込先　総務課広報係　内線2117

掲載料金はこのサイズで１５,０００円

～広報ごしょがわらでは有料広告を募集しています～
広報は市内全域に配布され広く読まれています。

広告掲載で五所川原市を応援していただけませんか？

入居者・介護・看護・調理員  随時募集中

住宅型有料老人ホーム・訪問介護
デイサービス・居宅介護支援

随時見学 受付中!!
〒037－0632 青森県五所川原市大字高野字北原225
℡  0 1 7 3 ‒ 2 6 ‒ 7 1 6 1

お問い
合わせ

▽五所川原東日流ライオンズクラブ（藤田剛会長）＝南
小学校駐車場除排雪作業

▽五所川原建設技術研究会（奈良美好会長）＝下平井
町・姥萢線（排雪延長3.2㎞×両側）の排雪作業

（10トンダンプ２日間合計56台）

▽あげたいの店みわや（神千代茂店主）＝あげたい70個
　（くるみ園へ）

▽西北五管工事業協同組合（高橋義彦理事長）＝現金
　200,000円

排雪作業の様子 目録を手渡した小野専務理事（中央）

善 意の花かご　〜どうもありがとうございました〜

　３月９日、社会福祉法人五所川原市社会福祉協議会
（乗田孝一会長）は、プラザマリュウ五所川原で「地
域の絆づくり講演会」を開催し、住み慣れた地域で安
心して暮らし続けるためには、みんなで支え合う「共
助の仕組みづくり」が必要と呼びかけました。
　始めに、乗田会長が「昨年８月の大雨では、その被
害に落胆する方もいたが、ボランティアの支えで頑張
ることができたとの声も聞かれ、支え合いの重要性を
再認識した。これを機に〝さりげなく〟でもよいので
見守り活動に取り組んでいただきたい」とあいさつ。
　続いて、防災管理課職員が令和４年８月の大雨災害
について、同協議会の藤田地域福祉課長が大雨災害の
際に開設した災害ボランティアセンターについて説明
しました。
　講演では「『言葉ひとつで地域は変わる！』～あな
たは地域づくりの仕掛人～」と題し、東奥日報相内成
田新聞販売店の成田武司店主が、新聞配達中に子ども
たちの安全を守る「見まわり隊」や災害時に使用する

「安否確認カード」の作成・配布など、地域で行って
いる活動を紹介しました。
　成田店主は「自分がこれだと思ったら行動に移すこ
と。そして、言葉上手・聞き上手になること。命令で
はなく、褒めることで人は付いてくる。今日から皆さ
んも地域の仕掛け人になりましょう」と話しました。

社会福祉協議会が「地域の絆づくり講演会」を開催
地 と域 りの く み

自らの活動を紹介する成田氏

23五所川原市役所　☎35－2111


